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作業道の実態について(日)

酒井徹朗

Present Situation of Forest Roads in Japan (II) 

Tetsuro SAKAI 

要

都道府県レベルで・の林道・作業;溜の開設突般についての調査イをもとに，昭和55{ド"-'59年の 5カ

年f1Uの開設状説が森林の資蹄.道路の:現況，林家の所有~StIA提えな;とどのような関連があるか!こつい

て分析安行った。その結果林道場の開設長は森林の状視との|謝述は薄いが，道路のJJJ現等とは関

連がある。すなわち林道の筏皮がitzいお!，所有規模が大きい15i，林業活動が前発な:slI， 閥系の

機械が多い棋林道等の!刺殺飛は多い傾向がみられた。

はじめに

全部会地で近年林道ゃ作業i誌の開設が感んに行われてきた。それは，林業生j):i:<:の生院議機拡光

の必要性とその袈求によるところが大である。そのため比較的1)自殺到の安い作業道が多く開設さ

れている。しかし，作業巡の現況に|刻する資料は，最近一郊で作業道合艇が絞硝されつつめるが，

不十分でめる。というのは，作業i誌は必裂な作業が終了した時点で-林地i乙泌すというたてまえに

より，その現況の把操は不裂とされてきたためである。しかし割安むこは，作業巡は公ゃ林j立月号

有1mし，それらとともに林内道路としての役組制nう;場合が多く，一概に一時的施設としてのみ

みなすことはできなし、

そこで県レベルでの林道.{'I"議選の開設の5足踏吾朗らかに寸るため，悶弘I• Y誌賀補助の事業~
対象lζアンケー!、によりその開設実態の淵資をfiった。 その結果についてはi況に報告した九 ζ

ζでは都滋府県を単位する林道・作業連の締役状況の特徴について，森林や道路の現況や所脊j話

;隊機械の保有台数といった点とのfmJj患について均紫してみるの

資料および分析方法

林道・作業遂の開設災績は全悶47都道府県を対象としたアンケート翻資によって持た。誠1f.1立

森林や林道の現況.関賀補助および賎~~lli独補助林滋(以下それぞれ|現政林道. WUjd.林道という)

の開設計1国!と央総(年度侍の開設路線数・延町民・資郎・利用区域， 以下問機)， 悶悶および県1幹

事業による作業巡の開設突績について行った。なお作業道はil引き動が通行可能なものとし、!通

貨補助作業遊(以下問主主作業巡)は造林・防火・林府・林控捺務・ i問先・森総の条項議によるも

のにi限定した。また県単の作業選開設守合む事業(以下路間作業道)にあってはその採れ誌記者立お

よび設計基準，今後の事業の方針等についても併せて翻査した。郵送によりアンケ…ト用紙を送
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付したところ46都道府県より闘容が寄せられた。

また，各都道府県別の造林商fi!1・議材生謀議及び諜材生j選者数は1985!.:r;の林議統計要覧から2〉，

保有111林部般j品椀il!J林家数は1986年の節61次農林水路省統計袋よりへ 保有林業機械船具数は林

業機械便~4) (1985)からそれぞれ引)TjレTこ。

林道勢;の IDm投突鍛が森林ゃ林業の;腕況とどのような関述があるか分析するため，都道府W~ を

単イ立として様々な袈議によりクラスター分析奇行い，幾つかのクラス lこ分類し，それらのクラス

閥の比較舎とおし，その関述について考察した。

結果および考察

1. 林道・作業道の現況

i誕 i乙報告した林内道路の現況及び開設央躍は閑 1"-'41ζ訴すとおりである。関-1 は各省~5道府

朕の道路筏j立の現況を設している。道路密度の単純平均は13.2m/加である。問機林内道路際!究

20.0mlζ:)IJし66%の法成率である。地域により道路密度に諮があるが，…般に九州地方が潟い。

また林内道路繊度は林道務皮とのtm関は認められないが，公選鰐皮とは強い忠の相関関係にめる。

国-21ま[[，和55年"'-'591予;t-cの林道・作業~:ì還の IDl3 1投班長の経却変化奇談している。こと 5 カ年間
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i溺2 林滋・作業巡の開設j乏の経年変化
Fig. 2 Chan宮eor fOl'est l'oad cOllstruction 



民有林では林道は年間 2千lαl前後，作業滋

は2.7-3.7千km租開設され，作議議が林道

の1.5 f古・の滋となっている。 1~1-3 は林道

.作業巡の開設単価の総年変イむを殺してい

る。悶悶林道の開設単価 60::P円1m前後lこ

比べ， 作議選は 4-5'f-円1mと非常に安

問である。また， ~1-4 はj荷賎加の民有林

1 ha当りの IIs和55年一59'.:戸の 5年間の林

道・作業i認の開設長を表している。給、開設

延長は府県加の単純平均で haおり1.4m， 

製薬災施府県のみの単純平均でみると 5年

閣に民有林 1ha当り!護資林道 0.59m. 県

単林道 0.09m. 臨設作業道 0.60m. 県耳i

fF撲滋0.21m開設されたことになる。都道

府採により総関税扱や質問別の林道作議jsi
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図3 林道・作主総i還の開設単品Ii

の開設慌に援のあることがわかる。そこ

で，にれらの開設状況の違いが森林・林梁をとりまく謀議とどのような関連があるか以下分析ぞ

Fig. 3 Change of Cost of forest road 1'0担struction

行う。

2. 各醗袈諜による分類

都道清9芸俗のf島商i統計{践をmい.その特徴によりま発つかのクラス lζ分類し，その謀議と林道靖;

の開設実績の関述について考媒してみる。袈訟は，森林の現況，道路の邸前， llr林の所有規模，

林議活動，保有機械. t剤投央総とする。

1) 森林の現況による分類 各都道府践の民有林両容111こ対する森林総宿泊，民有林の人工林jfii

fj~ ， 07令級以下の哲令林の部桜の荷分不必求め，その 3変数i'i:用いて分類を行った。その結果は

表一 1に示レ，各lt1'における統計総等の平均値は表一 71ζホす。 Al群は悶有林のiili較が多い ζ

とが. A 21I下は人工林事，若令林郁が低いことが. A 3群は逆に人こに林率，潜令林率が潟いこと

が特徴である。林道等の開設突棋は， A 1鮮が多く，とりわけ闘史・限設作業道開設で顕務?な器

が見られる。国政・際政林道路設ではitf閥の悲は認められない。人工林務・若令林務の挺いA2

11手で総開設長，特に!設裂の作業巡りf9設が少ないのが目立つ。しかし人工林事・懇令林務の硲いA

3 if:半の総開設長はAH伴より少ない。この乙とは森林のJ.J，l況の谷間子と総開設段や個別質問の林

道等の開設設との朝双の相関関{系が全く認、められなかったことと関連する。林内道路の現況をみ

ると. A 31持が発述しており，特に公道鮮度がil者く，他lJ1'との閣で公道筏j交の平均舗に有;密接が

ある。造林史認iでは:A3君T:が，議材佐藤ではA 21鈴が少なくそれぞれ他群との rll~ Iζ:酌があり，

相対的にAl併で林業活動が活発である。機械の保有状態はA]滑において閥系の機械が A

3鮮において議材機，小型林内作梁王将が多い。

2) 道路の溺況による分類林内道路密度，林道掛皮，公選密度の 3限子により，クラス分け

を行った。その結巣を畿一 21ζ，各変数のSJZ:l割自i'i:談… 7Iこ示す。 B1鮮は林道鰭皮が抵いこと

が， B 2Ufは林内道路関皮は平均並みながらも公道鰐J立がやや低いことが， B 3 I持は公道街!廷が

{尽く，他群と異なり公道掛J.l!tζ比べ林道稼皮が時いことが， B 4i持は林内i話路傍皮が商くとりわ

け公選が発述している ζ とが特徴である。会問的jで林内道路密度，公選筏皮の平均値は有滋授が

ある。林道等の開設は林内道路密度が高い脱多い{傾向がある。しかし町平均値で有滋22があるもの

は， B 1群と B4群の総路;設長， B 1群と B21J下の間質林道の開設， BH洋と B3鮮の県紫作業
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図4 府以別の林滋・作業i泣のOIJi没災級

(1980"-'1984の統計，民有林 1h(l~封。の開設経)
Fig. 4 'l'otal lel1gth of forcst COl1stl'uction pcr ha in pruate for君stfl'oll1 1980 to 1984. 

j立にとどまる。道路の現況のそをi羽子と，林i護t:tJ;の開設長の各i羽子との相闘は，林道館皮と|調関林

道開設長の料開(1'口 O.68) が認められた以外はない。人工林率， 粕.令林率は林内道路!彩!支が眠

い133 il下がi訟も抵い。逃林，ゑi叫す生成共ぞき??予防の去はない。保有機械では B3lJ下でそノレールや

小桜林内作諜Jji.が少ないことが悶立つ。

3) 所有規模による分類保有111林i市街;嵐棟別林家数の百分率ぞ 1ha米fOIIl， 1 5 ha， 5-

10ha， 10-20ha. 20-30ha， 30… 50ha， 50… 100ha， 100ha 以上の 8区分で求め，それを照子と
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米… i 滋林の現況による分類

Table-1 Classification by For記stArea 

北海道， J.W払符森，岩手，裕fdi，波誠，栃木，秋i刃， ï符Rt~，長野

東京，滋賀，兵Jll.i，島線，附Ill，神奈川，お111，京都，綴;}I:，岐阜，大阪， Jll烈， ILi 1コ，
係自@，新潟，協山，計1総， 1広偽，記号川

淡城，埼玉，ヂ淡，鳥取，大分，愛知，奈jえt 1鈴附，三冠，和歌山，徳島， ~愛媛，熊本，
潟知t 7!宮崎，稲i潟，佐賀

議-2 巡協の貌況による分類

Table-2 Classification by Road Density 

北海道，計11総，京都，奈良，兵嫁，裕:;1:1:，岐阜， Jl!梨，滋賀，大分，背革路，三三沼，総j為，
新潟，広偽， 1潟匁]，鳥取，岩手，和歌山，関山，=pZお，静i潟，愛媛，愛知

秋誌]，栃木，大阪， 1呼応，神奈川，話芸JLi， :災y子，埼玉

JJ.J形， J;夜京， 穏ftb，I話線

;宮城，お的，答111，鋭的，おJf1，福!札淡減，山口，熊本，依~

表-3 所有.規模の滋況による分類

Table-3 Classification by Size of Owned Forest Area 

議官巡，泊予，紋乳潟知，獄，和敬山石111，側，問，抑i1，愛媛，島根，

山梨，兵路，山形，後II弘滋賀，間IlJ，秋1fJ， ;栃木， l伴賂，大分，三渡，
福島，鳥取，広島，山口

淡滅，答JII，新潟，篠山，福|札佐主主，埼玉，愛知]，エF楽， a話児島，長崎， l4il衣，
神奈111，大阪，河1総

炎-4 林梁i償却Jの現況による分類

'l'able-4 Classificatiol1 by Forest Activity 

北海滋，対森，秋間，!g手，大分，般市， 1:ltJlI，ぬ紋，鳥取，級長S，滋減， J1iJr~ ， if干潟，
福治，愛媛，潟知，石111，悶ILi，広島，滋賀， 111口，稲;11'

埼玉，愛知，依~~，長野，和歌山 YKM札新潟，京都5，神奈111，山梨， J走路，滋I.U，
M1納

淡城，栃木，奈良，熊本，宮崎，千波，東京，三:汲，術関，大阪，録的
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してクラス分ItlJ.?行った。その結果は表-31(，各変数の平均総は表一?に示す。 CH刊は所有

規模が大きな林芸誌が多く， C 3 i持は小さな林家が多く， C21Jfはその中間である。林道等の開設

識は総開設慌で C31J'f.が少なく， C 1併との!認で有意珪がある。これは規撲の小さな林2誌の多い

C 3群で作業i誌の開設が少ないため-cある。特に，悶悶作業i誌においては{出掛との間に有認濯が

ある。活令林率で C1訴と C3併で有患がiOる。林道精度は C3群がi渇く，林内道路鰐j交と共

に他鮮と有窓謹がある。議材住践では C31W，は低く他桝との!地l乙有意授がある。

心 地林，議材出践による分類 1113手rJ58年度の民有林 1千ha~どi りの造林i日積， J込有林 1ha~1 

りの紫材住ilg盤 (rri)，民有林 1ヂha空iりの紫材業者数によりクラス分けぞ行った。そのあ!i巣は

表-4に，各変数の平均{はは表… 7I乙示す。 Dl鮮は造林，素材共に多く比絞的i告発な府県， D

2鮮は逆i乙米活発な府県， D 3鮮はその1=1"1剖と俄蹴付・けられる。造林商桜の平均{践において各ir(，
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表-5 林業機械保有の現況による分類
Tablc-5 Classifieation by Owend Forest Machine 

E 1若手 :1七泌巡，給手，第城， ?11奈JII，対1純， は!1形， E香取，熊
和歌山，山口，新潟，福井，長野， I岐阜，広j諮， 'lIil幻
[.l1j ~li，東京， I淘知，官i崎，愛知，議JI[，佐賀，静岡，

綴悶，大分
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表-6 林道・作業巡の開設状況による分類
Table-6 Classifieation by Road COllstruetioll 
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F4U手

!間で有意がある。林道等の総関税目誌は DHt下が多く， D 21昨とでは有認語がある。一方，閤費

林道では D2~持:が他に比べ多く， 1!出鮮とは有意援がある。開捜作業巡では林道活動の活発なDl

1伴が多く，不部発な D2i:f'fと有怒がある。 ζのように林業活動の活発さは開設長と関採がある。

造林ffû桜・紫材生態の各閣子と，林道等の開設設の名閤子との~;m関を調べてみると，進林i苗讃と

!務質作業i遣の開設，議材生践と総開設長やI~~主作業道の開設との相闘が強いことが判った。この

ことは林業活動が活発であれば，つまり造林・紫材控訟が多い程林道等とりわけ作議選の開設が

燐んであるといえる。 D37界では人工林部，定i令林継が{むに比べi渇く，林内道路密度もi商い。保

有機械では林内作業取， *イーJレトラッタがD2U'fで少ない。

5) 保有林業機嫌による分類後一 7tζ示すような築材機等の 8樹の林業機械の保有状況を，

民有林 1千ha~りの台数に換算し，それらによりクラス分けや行った。その結果は表-5 に訴

し，各変数の平均値告白波…?に訴すo E 1 U'fは調系の機械が少ないことが. E 2 t拝は築材機・

モノレー)V・小型林内作業主11が多く機械装備が他ltffζ出ベ充実していることが，忍 31閉ま築材機

が少なく車両系が多いことが特徴である。林滋の開設はl!i附系の多い E3t昨が多く，少ないB

11符とは有主主謹がある。とりわけ県単の林滋・作諜巡の開設;監が{也に比べ多い。保有機械状祝の

各因子と林道警;の締役状況の悶子との関係は，林内作業域(大披)とj果関作議選の開設とに相関

(1'=0.69)が認められた。ちなみに昭和53伴'"'-'57年の林内作業司王(大製)の増加と県設作業道

開設との相関も有滋であった。 E2群は人工林主将・ 3間令林京共f也に比べ向く有;窓授がある。林内

道路の現腕や造林商機はほとんどれlじで若は認められない。紫材生産はお 3・1il2・g1のj闘で

多く，互いに有滋謹があり，取閥系の機械が多い鮮ほど言器材強臣室も多い。

6) 林道部の開設状況による分類 総調設盤，闘史林道，県単林道，関設作諸遊，限設作業遂

の開設史私立や因子としてクラス分けを行った。その車i!i梁は表-61乙，各変数の平均{肢は畿一 71ζ

示すとおりである。 F1群は間関作業越が， F 2m'!立総開設誌が多くとくに県認作業道が多いこ

とで. F 3鮮は県単林道が多い点で， FH伴は開設援が少ない乙とで特徴付・けられる。各m~閣と

も総開校長の平均値は有意芝授がある o 悶質作業巡の1m設の多い Fl鮮は潜令林率が高く， F 3~符

と FH洋との IY，~ ある。林内道路の現況は F3静で密i交がi渇く， F 4 群で低く特にや~道



表7 各群の平均値

Table-7 Mean Value of each class 
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\~i皮が低く有;窃諜がある。開設民の少ない1" 4 itl:は造林，議f::f生醗共i乙イ自に比べ少なく，去を林商

磁では1"11洋と，議材住院では他の各群とのINdで有話器がある。保有機械では1"3・1"4群で取
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悶5 開設と林道活動の主因子得点の関係
Fig. 5 Reration of factor score Between road 

contsruction and forest activity 

淡…S 凶子分析の結果による分類

Table-8 Classification by Factor Score 

QHI予|北海道，治名 i陣，和歌山

Q2桝 it関，埼五，愛知，徳l誌，三沼，磁i潟，愛媛，熊本，附，宮崎

Q"3辞;静岡，奈良

よ間稼，秋i王1.栃木， 応l奴，福井，大分

神奈川，京都，大阪，兵郎，山梨，炎野，新潟，箇山，広島， 7中総
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おわりに

林道勢;の開設状祝と森林や林道をとりまく様々な袈識との関連ぞある程度明らかにすることが

できた。今後は林業機械装備の変避と道路の関連について検討したい。最後にアンケート調査等

lζ快く綴l協力:闘いた:各都道府娘の林務担当の皆様に浮く御ネしを取しJニげます。なお計算・集計に

は京大大型計算機センターを利用した。
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Resumる

In this repo1't， we wish to consider・several1'e1'ationships between the total construction 

length of forest 1'oads and working 1'oads， and some fo1'estry factor・s.The total construct-

ion length in each p1'efecture which is shown at fig.ふ isinvestigated by a questionnai1'e 

against a prefectural office. Thc valu邑 istotal const1'uction length per hectare of private 

fo1'est area， from 1980 to 1984. We consider・fiveforestry faetors whieh are an actual 

forest resources， a road density in forest， a size of owned forest a1'ea， a forest activity， 
and a number of owned forest machine. We group all prefectures into thr・邑e01' four 

classes every eaeh factor according to a Cluster Analysis (Table 1目的.、N'e consider of the 

relation on a comparsion of each groups乱veragevalue (Table 7). It is difficult to find a 

certain relation between the total 1色ngthof construction and the forest 1'esour己記 which is 

consist母dof a percentage of forest area， plantation area and young forest a1'ea against 
p1'ivate fo1'est area. But， the total length is 1'elated the aetual 1'oad density which is乱

density of forest 1'oads， public roads， and all the sum of th叩1，the size of owned forest 

area， the forest aetivity and the number of owned forest machine. The relation has a 

tendency that the valu芭 of1'oad construction inc1'邑as君swith ine1'easing the actual fo1'est 

1'oad density， the size of oWl1ed fo1'est a1'ea， the forest aetivity whieh is chararterized by 

forest乱tion area and timbel' produ巴tion，and the l1UJnber of vehicles m乱chin百・ Table・8

shows a result of classificatiol11 acco1'ding to a first factor seo1'e whieh is ealculated frol11 

Factor Analysis against each forestry factor. Each group is characterized by its value of 

forestry factor， and its length of const1'uction 1'oads is acco1'ding to the relation of the 

cha1'acteristic forest facto1's. 




